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平成26年10月15日　（9月定例会号）

　９月４日～８日、15人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースのた
め、質問と答弁の要旨を掲載しています。

市
内
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

質
問  
急
速
な
少
子
化
に
伴
い
、
数
年

の
う
ち
に
複
式
学
級
に
な
る
可
能
性
の

小
学
校
が
何
校
か
出
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。
市
内
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
早

急
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
市
内
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

本
市
に
お
け
る
児
童
数
の
減
少

に
伴
う
小
学
校
の
整
備
は
、
第
１
次
の

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
に

駒
林
小
学
校
と
京
ヶ
瀬
小
学
校
を
統
合

し
、
翌
21
年
度
に
は
大
和
小
学
校
と
寺

社
小
学
校
の
２
校
を
保
田
小
学
校
に
、

ま
た
、
寺
社
小
学
校
の
一
部
は
堀
越
小

学
校
と
統
合
。
平
成
24
年
１
月
に
は
、

そ
の
後
の
児
童
数
の
減
少
を
踏
ま
え
、

第
２
弾
と
し
て
阿
賀
野
市
立
小
学
校
11

校
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
本
年
４
月

に
前
山
小
学
校
と
京
ヶ
瀬
小
学
校
を
統

合
し
た
。
現
在
、
山
手
小
学
校
で
２
年

生
と
３
年
生
合
計
で
16
名
以
下
と
な
り

複
式
学
級
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
32
年
度
に
は
、
赤
坂
小
学
校
と

分
田
小
学
校
の
２
年
生
と
３
年
生
の
複

式
学
級
が
予
想
さ
れ
る
。
地
域
に
よ
っ

て
は
想
定
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
少
子

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
学
校
統
合

に
対
し
て
、
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
要
望

を
踏
ま
え
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆

様
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
速
や
か

に
適
切
な
整
備
計
画
を
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

質
問  

全
国
で
は
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
で
、
５

年
後
、
10
年
後
の
展
望
が
描
け
な
い
地

域
が
増
え
て
お
り
、
農
地
中
間
管
理
事

業
と
し
て
、
農
用
地
等
を
貸
し
た
い
農

家
か
ら
農
用
地
等
の
有
効
利
用
や
農
業

経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
た
め

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
が
農
用
地
等

の
中
間
的
受
け
皿
と
な
る
事
業
で
あ
る

が
、
耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
農
地
等
を
置

き
去
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
再
生
、
活
用
を
も
事
業
の
重
点
課
題

の
一
つ
と
し
て
、「
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
対
策
」
の
中
で
様
々
な
促
進
、
支

援
策
等
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
、
阿
賀
野
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
独

自
の
手
法
を
取
り
入
れ
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
の
４
つ
の
農
政
改
革
の
一
つ
の

柱
と
し
て
本
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
「
経
営
転
換
協
力
金
」
な
ど
、
有
利

な
制
度
を
市
内
農
家
に
周
知
し
な
が

ら
、事
業
の
目
的
で
あ
る
農
地
の
集
積
・

集
約
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
出
し
手
と

受
け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

阿
賀
野
市
の
農
業
の
現
状
は
、
離
農

や
農
業
後
継
者
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
阿
賀
野
市

の
農
地
を
保
全
し
農
業
・
農
村
を
守
る

た
め
に
は
、
農
作
業
の
効
率
化
・
コ
ス

ト
の
低
減
化
が
重
要
で
あ
り
、
既
存
の

制
度
に
加
え
て
農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
集
落
営
農
や
農
業
の

大
規
模
化
・
法
人
化
を
推
進
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

人
口
減
に
積
極
的
な
対
策
を

質
問  

日
本
創
成
会
議
の
予
測
で
は
、

10
年
後
の
当
市
の
人
口
は
３
万
９
６
４

８
人
に
減
る
と
あ
る
。
早
急
に
積
極
的

な
対
策
を
構
ず
る
必
要
が
あ
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
伺
う
。

答
弁  

人
口
減
少
問
題
は
、
全
国
の
自

治
体
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
転
出
者
に
歯
止
め
を
か
け

転
入
者
を
増
や
す
対
策
と
し
て

① 

市
と
企
業
と
の
少
子
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
事
業

② 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

③ 

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
育
成

④ 

婚
活
事
業
の
創
設
と
そ
の
実
施

⑤ 

現
在
の
虹
の
架
け
橋
住
宅
取
得
支
援

事
業
の
拡
充

⑥ 

奨
学
生
Ｕ
タ
ー
ン
助
成
事
業
（
奨
学

金
の
返
済
免
除
等
）

⑦ 

若
者
世
代
住
宅
取
得
に
よ
る
利
子
補

給
、
課
税
免
除

⑧
地
域
お
こ
し
隊
の
活
用

等
の
取
り
組
み
で
、
子
育
て
環
境
を
充

実
さ
せ
市
の
魅
力
を
高
め
活
力
あ
る
市

に
す
る
。

水
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
塵
対

策
の
設
計
は
完
璧
な
の
か

質
問  
今
ま
で
の
水
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

春
一
番
の
ダ
シ
の
風
か
ら
秋
ま
で
の
間
、

何
十
回
と
な
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
砂
が

砂
塵
と
な
り
、
学
校
町
・
百
津
町
・
中

島
町
の
民
家
に
襲
い
か
か
り
、
砂
塵
公

害
は
ひ
ど
か
っ
た
。
砂
塵
が
舞
い
上
が

ら
な
い
完
璧
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
施
工
を
。

答
弁  

何
十
年
も
の
間
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
今
回
の
改
修
に
あ
た
り

抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
樹
皮
を
原
料
と
し
た

針
葉
樹
皮
処
理
材
と
真
砂
土
を
混
合
・

撹
拌
し
た
土
を
表
面
に
10
㎝
の
厚
さ
で

敷
く
。
繊
維
質
が
土
に
か
ら
み
土
壌
飛

散
を
抑
え
、
防
塵
効
果
が
高
く
、
か
つ

高
さ
５
ｍ
の
防
砂
ネ
ッ
ト
を
外
周
三
方

に
設
置
す
る
二
重
対
策
で
、
砂
塵
の
発

生
と
飛
散
が
抑
え
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

阿賀野クラブ 山崎　正春

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問  

平
成
24
年
８
月
子
ど
も
・
子
育

て
関
連
３
法
の
成
立
に
伴
い
、
幼
児
期

の
学
校
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
育
て

支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
来

年
度
か
ら
５
か
年
の
支
援
事
業
計
画
策

定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
当
市
の
策

定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

条
例
に
基
づ
き
委
員
10
名
で
構

成
す
る
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

し
、
昨
年
11
月
に
は
「
保
護
者
ニ
ー
ズ

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

現
況
及
び
利
用
希
望
の
把
握
に
努
め
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
点
的
支
援
事

業
を
含
め
、
会
議
の
中
で
詳
細
を
詰
め

る
予
定
と
し
て
い
る
。

質
問  

生
活
様
式
や
就
労
形
態
が
多
様

化
し
て
い
る
中
、
仕
事
と
家
庭
（
子
育

て
）
の
両
立
支
援
が
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
民
間
（
企
業
等
）
と
の
協
力
体
制

構
築
が
大
切
と
考
え
る
が
市
長
の
認
識

を
伺
う
。

答
弁  

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
対
策

の
充
実
が
最
重
要
で
あ
る
事
は
私
も
全

く
同
感
で
あ
り
、
市
と
民
間
企
業
の
協

力
・
連
携
が
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問  
現
状
の
調
査
・
把
握
が
基
本
で

あ
る
が
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
（
平
成
17
年
度
か
ら
10
か
年
の
時
限

立
法
）等
過
去
の
施
策
の
検
証
も
大
切
。

更
に
新
た
な
支
援
事
業
計
画
は
策
定
し

て
終
わ
り
で
は
な
い
。
実
効
有
る
計
画

と
す
る
に
は
、
計
画
を
推
進
・
検
証
す

る
組
織
も
必
要
と
考
え
る
が
認
識
を
伺

う
。

答
弁  

推
進
体
制
の
組
織
化
は
検
討
し

て
い
な
い
が
、
今
後
子
育
て
会
議
の
中

で
協
議
し
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

質
問  

民
間
含
め
当
市
で
の
設
置
状
況

及
び
休
日
・
夜
間
一
般
市
民
の
使
用
可

否
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。
ま

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
配
布
要
望
も
聞
く

が
対
応
を
伺
う
。

答
弁  

公
共
施
設
・
福
祉
施
設
等
１
２

７
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
マ
ッ
プ
配
布

ま
で
進
め
て
い
き
た
い
。

無会派 市川　英敏

阿賀野クラブ 石川　恒夫

新政クラブ 近山　修

意見交換会のようす


